
阿
蘇
山
上
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
官
民
連
携
の
事
例

株
式
会
社
プ
レ
ッ
ク
研
究
所
九
州
事
務
所

事
務
所
長

山

口

朋

浩

国
立
公
鴎
と
阿
蘇
に

お
け
る
官
民
連
携

阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
は
、
国
内

最
大
級
の
カ
ル
デ
ラ
を
擁
す
る

「活
火

山
」
と
、
長
い
年
月
を
か
け
た
人
の
営

み
に
よ
り
維
持
さ
れ
て
き
た

「草
原
」

と
い
う
希
有
な
自
然
景
観
を
有
し
て
お

り
、
昭
和
九
年

（一

九
三
四
年
）
に
囲

内
最
初
の
八
つ
の
国
立
公
園
の

一
つ
と

し
て
公
園
指
定
さ
れ
た
。
以
降
、
国
・

県
・
各
自
治
体
等
の
行
政
機
関
、
お
よ

び
多
様
な
事
業
者
や
諸
団
体
、
生
業
を

営
む
地
域
の
住
民
ら
と
と
も
に
、
阿
蘇

の
自
然
景
観
の
保
全
や
草
原
再
生
と
い

っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
仕
組
み
づ
く
り
や
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

国
立
公
園
の
阿
蘇
地
域
で
は
、
平
成

二
八
年

（二

O
一
六
年
）
に
熊
本
地
震
お

よ
び
豪
雨
、
噴
火
等
の
自
然
災
害
に
よ

り
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
。

一
方

で
、
二

O
二
O
年
の
訪
日
外
国
人
旅
行

者
数
を
四
、

0
0
0万
人
と
す
る
わ
が
国

の
政
策
で
あ
る

「明
日
の
日
本
を
支
え

る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
一
O
施
策
の
一
つ

と
し
て
、

「国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
立
ち
上
が
り
、
阿
蘇
く
じ
ゅ
う

国
立
公
園
が
選
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
満
喫
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、
阿
蘇
地
域
の

復
興
が
盛
り
込
ま
れ
た
方
策
と
な
っ
て

お
り
、
さ
ら
な
る
自
然
環
境
の
保
全
と

利
活
用
、
地
域
の
官
民
連
携
の
推
進
が

取
り
組
み
方
針
と
し
て
示
さ
れ
た
。
こ

の
な
か
で
、
阿
蘇
復
興
に
係
る
環
境
省

の
主
要
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
阿
蘇
山

上
地
区
に
直
轄
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
設

置
が
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

阿
蘇
に
お
け
る
三
つ
め
の

利
用
拠
点
施
設
の
役
割

阿
蘇
地
域
で
は
、
自
然
学
習
・
散
策

が
で
き
る
阿
蘇
野
草
園
と
併
設
さ
れ
て

い
る
博
物
展
示
施
設
で
あ
る
南
阿
蘇
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
高
森
町
）、
草
原

学
習
・
再
生
活
動
の
拠
点
と
し
て
特
化

し
た
阿
蘇
草
原
保
全
活
動
セ
ン
タ
ー

（阿
蘇
市
）
が
既
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
阿
蘇
山
上
地
区
は
、
園
内
有

数
の
火
山
に
係
る
博
物
館
で
あ
る
阿
蘇

火
山
博
物
館
や
飲
食
物
販
等
の
民
間
施

設
が
集
積
し
て
お
り
、
草
千
里
ヶ
浜
等

の
利
用
者
の
多
い
特
性
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
を
活
か
し
、
阿
蘇
地
域
の
三
つ
め

の
利
用
拠
点
施
設
は

「
阿
蘇
の
玄
関

口
」
と
位
置
付
け
、
利
用
者
へ
地
域
の

情
報
提
供
を
行
い
、
山
上
地
区
の
み
な

ら
ず
各
セ
ン
タ
ー
や
園
地
・
ジ
オ
サ
イ

ト
等
へ
の
利
用
を
促
す
、
阿
蘇
く
じ
ゅ

う
国
立
公
園
全
体
で
の
利
用
の
ハ
ブ
拠

点
と
し
て
機
能
す
る
も
の
と
し
た
。

三
．
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
設
置
を
通

じ
た
新
し
い
宮
民
の
連
携
の
形

阿
蘇
火
山
博
物
館
は
、
昭
和
五
五
年

（
一
九
八
O
年
）
に
草
千
里
博
物
展
示

事
業
と
し
て
公
園
事
業
認
可
さ
れ
、
昭

和
五
七
年
に
民
間
施
設
と
し
て
オ
ー
プ

ン
、
平
成
二
ハ
年

（二

O
O
四
年
）
か

ら
は
公
益
財
団
法
人
に
よ
る
運
営
が
な

さ
れ
て
い
る
。
阿
蘇
火
山
を
中
心
と
し

た
常
設
展
示
の
他
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー
も
開
催
す
る
等
の
教
育
機
能
を
果
た

し
て
い
る
と
と
も
に
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界

ジ
オ
パ

l
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録
さ

れ
た

「阿
蘇
ジ
オ
パ

l
ク
」
の
事
務
局

も
併
設
し
、
国
際
的
な
学
術
研
究
や
地

域
の
と
り
ま
と
め
に

一
翼
を
担
っ
て
お

り
、
多
面
的
な
利
用
拠
点
施
設
と
し
て

成
立
し
て
い
る
。

こ
の
阿
蘇
火
山
博
物
館
の

一
階
フ
ロ

ア
約
三

0
0
2
m
に
、
環
境
省
阿
蘇
山
上

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
今
回
の
よ
う
な
民
間
施

設
へ
の
直
轄
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
設

置
は
全
国
初
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
新
設
と
比
較
し
て
整
備
コ
ス
ト
の

低
減
化
、
既
存
施
設
と
の
相
互
利
用
に

よ
る
利
用
の
活
性
化
な
ど
、
高
い
既
存

公
園
施
設
の
リ

ニ
ュ

l
ア
ル
効
果
が
期
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待
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

運
営
面
で
は
、
原
則
と
し
て
環
境
省

の
常
駐
職
員
の
い
な
い
施
設
で
あ
る
が
、

阿
蘇
火
山
博
物
館
内
の
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
ジ
オ
ガ
イ
ド
ら
と
の
相
互
連

携
を
と
っ
て
お
り
、
利
用
者
に
対
し
て
、

一
体
的
な
情
報
提
供
や
レ
ク
チ
ャ
ー
の

場
と
し
て
機
能
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
内
に
は
地
域

の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
ガ
イ
ド
ツ

ア
l
情
報
や
見
ど
こ
ろ
・
催
事
等
の
阿

蘇
地
域
全
体
の
利
用
情
報
を
発
信
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

ラ
ッ
ク
な
ど
に
よ
る
柔
軟
な
運
用
が
し

や
す
い
も
の
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
官
と
民
、
地
域
の
重

合
的
な
連
携
に
よ
り
、
阿
蘇
山
上
地
区

の
新
た
な
複
合
機
能
拠
点
施
設
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

四

国
立
公
溺
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
踏
ま
え
た
博
物
展
示

国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推

進
に
あ
た
っ
て
は
、
多
言
語
化
へ
の
対

応
が
標
準
で
あ
り
、
阿
蘇
山
上
ビ
ジ
タ

ー
セ

ン
タ
ー
で
は
、
そ
の
先
行
事
例
と

し
て
以
下
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

た。①
視
覚
的
、
直
観
的
な
情
報
提
供

多
言
語
化
対
応
と
は
、
外
国
人
利
用

者
へ
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
情
報
提
供
・
理

解
の
深
化
と
い
う
面
が
強
調
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
も
そ
も
言
語
・
年
齢
・
文

化
・
知
覚
な
ど

「多
様
な
」
利
用
者
に

対
し
て
、
い
か
に
し
て
情
報
を
伝
え
る

か
、
と
い
う
博
物
展
示
施
設
が
常
に
対

面
す
る
普
遍
的
課
題
が
、
外
国
人
に
特

化
し
て
改
め
て
顕
在
化
し
た
と
も
い
え

る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
た

め
、
阿
蘇

山
上
ビ
ジ

タ

l
セ
ン

タ
ー
で
は
、

阿
蘇
の
玄

関
口
と
し

て

「見
れ

ば
分
か
る

展
示
」
を

心
ド

7
、

’’

M
V

’t

，‘，
h
u

・

文
字
解
説

を
極
力
減

ら
し
、
グ

ラ
フ
イ
ツ

ク
を
主
体

と
し
た
視

覚
的
・
直

観
的
な
も
の
と
し
た
。

②
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
多
言
語
表
記

阿
蘇
山
上
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
の

対
象
言
語
は
、
そ
の
利
用
実
態
か
ら
は

中
国
・
韓
国
・
台
湾
に
欧
州
の
来
訪
者

が
多
い
た
め
、
現
時
点
で
は
標
準
的
な

五
言
語
対
応
（
日
・
英
・
中
（
簡
体

字
）
・
中
（
繁
体
字
）
・
韓
）
と
し
た
。

今
後
の
阿
蘇
で
の
傾
向
と
し
て
、
東
南

ア
ジ
ア
か
ら
の
利
用
者
が
増
え
つ
つ
あ

り
、
こ
う
し
た
変
動
に
は
、
常
に
対
応

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
展
示
に
は
、
内
容
の
更

新
や
追
加
が
比
較
的
容
易
な
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ

i

ジ
を
多
く

採
用
し
、

タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
式
の

切
り
替
、
え

で
五
言
語

表
記
と
し

た。

見てわかるを心がけた展示円形造形と シンプルなグラフィック

一
方
で
、
利
用
案
内
等
の
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
パ
ネ
ル
で
の
解
説
文
は
、
日
本
文

＋
英
文
の
二
言
語
と
し
て
字
数
を
抑
制

し
た
。
こ
れ
は
、
利
用
者
の
実
態
と
し

て
、
欧
州
各
国
や
近
年
増
加
し
て
い
る

少
人
数
外
国
人
旅
行
者
は
英
語
の
識
字

率
が
高
く
、
現
状
で
も
英
文
併
記
で
十

分
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て

い
る
。
対
象
言
語
数
は
、
実
情
と
将
来

像
を
懸
案
し
、
今
後
十
分
な
検
討
が
必

要
で
あ
る
。

五

ま
と
め

タッチパネル切り替え式

阿
蘇
山
上
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
開

設
は
、
施
設
の
供
用
の
み
な
ら
ず
運
用

の
点
に
つ
い
て
も
、
官
と
民
の
新
し
い

連
携
手
法
の
一
つ
の
形
と
な
る
も
の
で

あ
り
、
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

施
設
の
先
行
事
例
と
し
て
も
、
一
つ
の

解
答
例
と
い
え
る
。
当
然
な
が
ら
模
範

解
答
で
も
な
く
、
今
後
と
も
、
さ
ま
ざ

ま
に
異
な
り
変
化
す
る
状
況
・
条
件
に

応
じ
、
常
に
よ
り
ベ
タ
！
な
解
決
策
を

模
索
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

山
口
朋
浩
．
や
ま
ぐ
ち
と
も
ひ
ろ

株
式
会
社
プ
レ
ッ
ク
研
究
所
九
州
事
務
所

事
務
所
長
。

技
術
士

（環
境
部
門
、
建
設
部
門
）。

東
京
農
業
大
学
造
園
学
科
卒
業
後
、
環
境
設

計
並
び
緑
化
・
自
然
環
境
保
全
に
係
る
調
査

計
画
業
務
に
従
事
。
平
成
二
三
年
度
か
ら
九

州
に
配
属
。
国
立
公
園
を
は
じ
め
、
動
植
物

園
や
文
化
財
等
も
含
め
た
幅
広
い
「
環
境
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
企
画
開
発
に
取
り
組

む
。
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